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高
血
圧
の
実
態

　

令
和
３
年
度
の
市
特
定
健
診
受
診
者
の　

「
高
血
圧
」
に
該
当
す
る
半
分
以
上
の
人
が
治

療
（
内
服
）
を
し
て
い
ま
せ
ん
（
表
１
）。
特

に
Ⅱ
度
、
Ⅲ
度
高
血
圧
だ
っ
た
人
の
７
割
近

く
が
治
療
を
受
け
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
「
家
で
は
正
常
だ
が
、
健
診
で
測
っ
た
時
は

た
ま
た
ま
高
か
っ
た
」
と
い
う
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
血
圧
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

に
よ
っ
て
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
変
動
す

る
た
め
、
健
診
時
の
測
定
だ
け
で
は
高
血
圧

と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
家
庭
血
圧
は
正
常
値
で
も
、
病

院
や
健
診
で
の
血
圧
が
高
く
な
る
（
白
衣
高

血
圧
）
人
は
、
持
続
的
な
高
血
圧
に
な
り
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。「
た
ま
た
ま
高

か
っ
た
だ
け
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
過
信
せ
ず
、

普
段
か
ら
自
分
の
血
圧
を
知
っ
て
お
く
こ
と

が
大
事
で
す
。
家
で
も
血
圧
が
高
い
人
は
、
家

庭
血
圧
の
記
録
を
持
っ
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
家
庭
血
圧
と
は
、
家
庭
で
測
定
す
る
血
圧

を
い
い
ま
す
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一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

　
　
　
　
　
話
し
て
く
だ
さ
い

９
月
は
自
殺
対
策
推
進
月
間

　

平
成
29
年
か
ら
令
和
３
年
の
村
上
保
健
所

管
内
（
村
上
市
、
関
川
村
、
粟
島
浦
村
）
に

お
け
る
年
齢
階
級
別
の
死
因
を
見
る
と
、
自

殺
は
10
〜
50
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
上
位

に
入
っ
て
お
り
、
特
に
10
〜
30
代
は
、
自
殺

が
死
因
の
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

◆
若
年
層
の
自
殺
の
原
因
動
機

　

10
代
で
は
「
学
校
問
題
」「
家
庭
問
題
」、

20
・
30
代
で
は
「
健
康
問
題
（
う
つ
病
な
ど

の
精
神
疾
患
）」、「
勤
務
問
題
（
仕
事
の
失
敗

や
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
）」
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
殺
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
や
若
者

の
自
殺
は
長
期
休
暇
明
け
に
増
加
す
る
傾
向

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
厚
生
労
働
省

よ
り
）

◆
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
困
っ
て
い
る
方
へ

　

ど
う
か
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は

家
族
や
友
人
、
職
場
の
同
僚
な
ど
、
身
近
な

人
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。
誰
か
に
話
す
こ
と

で
、
気
持
ち
が
軽
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
身
近
な
人
に
話
し
づ
ら
い
時
に
は
、
電

話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
。

◆�
あ
な
た
の
周
り
に
、
悩
ん
で
い
る
人
は
い

ま
せ
ん
か
？

　

も
し
も
、
家
族
、
友
人
や
同
僚
な
ど
、
身

近
な
人
の
様
子
が
い
つ
も
と
違
う
と
感
じ
た

場
合
に
は
、「
声
を
か
け
」
話
に
「
耳
を
傾
け
」

温
か
く
「
見
守
る
」
な
ど
、
一
人
一
人
が
で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

つ
ら
い
と
感
じ
た
と
き
や
、
身
近
に
心
配
な

方
が
い
る
と
き
は
、
ぜ
ひ
相
談
窓
口
や
支
援
情

報
検
索
サ
イ
ト
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（表１）村上保健所管内
　　　　年齢階級別死因平成29年〜令和３年の合計

１位 ２位 ３位
10代 自殺 悪性新生物（がん）・循環器系
20代 自殺 悪性新生物（がん）感染症および寄生虫
30代 自殺 悪性新生物（がん） 循環器系
40代 悪性新生物（がん） 循環器系 消化器系
50代 悪性新生物（がん） 循環器系 自殺・消化器系
60代 悪性新生物（がん） 循環器系 呼吸器系
70代 悪性新生物（がん） 循環器系 呼吸器系
80代以上 循環器系 老衰 悪性新生物（がん）

新潟県福祉保健年報より

電話相談
◎「こころの耳」電話相談
　☎0120−565−455（フリーダイヤル）
　月・火曜日�午後５時〜10時／土・日曜日�午前10時〜午後４時
　（祝日、年末年始は除く）
◎よりそいホットライン（24時間対応）
　☎0120−279−338
◎新潟県こころの相談ダイヤル（24時間対応）
　☎0570−783−025
◎新潟いのちの電話（24時間対応）
　☎025−288−4343

働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト「こころの耳」（厚生労働省HP）
「こころもメンテしよう〜若者を支えるメンタルヘルスサイト〜」
（厚生労働省HP）〈https://www.mhlw.go.jp/kokoro/youth/〉

＊�厚生労働省の「支援情報検索サイト」や「まもろうよ
こころ」でも、悩み別、方法別で相談窓口を検索する
ことができます。

「支援情報検索サイト」（厚生労働省HP）〈https://shienjoho.go.jp/〉
「まもろうよ　こころ」（厚生労働省HP）
〈https://www.mhlw.go.jp/mamorouyokokoro/〉

▼こころの耳 ▼生きづらびっと

（表１）令和３年度村上市の特定健診受診者（40 〜 74歳）の血圧分類

血圧分類 診察室血圧（mmHg）
収縮期血圧　／　拡張期血圧 受診者 治療（内服）なし

正常血圧 ＜120　かつ　＜80 1,076人 753人（70.0％）
正常高値血圧 120−129　かつ　＜80 841人 503人（59.8％）
高値血圧 130−139かつ/または80−89 1,248人 704人（56.4％）
高
血
圧

Ⅰ度 140−159かつ/または90−99 918人 533人（58.1％）
Ⅱ度 160−179かつ/または100−109 256人 173人（67.6％）
Ⅲ度 ≧180かつ/または≧110 49人 34人（69.4％）

4,388人 2,700人（61.5％）
国保データ管理システムから集計

高血圧が及ぼす体への影響
　血管は、人間が生きていくために必要な酸素や
栄養を体中に運ぶためのホースのような役割を
しています。
　高血圧とは、血管の内側にかかる圧力が高く
なっている状態のことをいいますが、これを放っ
ておくと、血管の壁に力がかかりすぎて血管が痛
んでしまいます。小さいホースに一気にたくさん
の水を勢いよく流そうとすると、ホースは破れて
しまうのと似ています。具体的には頭の血管が破
れると脳卒中になり、脳がうまく働かなくなりま
す。手足が動かなくなったり、うまく話せなく

なったりします。目に走っている小さい血管が破
れてしまうと、ものが見えなくなってしまいま
す。もちろん心臓に栄養を運んでいる血管が痛む
と、心筋梗塞のリスクになります。
　しかも、血管は年齢を重ねるにつれて硬くもろ
くなって伸縮性を失い、血圧が上がって破れやす
くなります。このため、自分の普段の血圧を把握
して、コントロールすることは、とても大事にな
りますし、高血圧を治療してない人へは受診をお
勧めします。

新潟県厚生農業協同組合連合会
村上総合病院　初期臨床研修医
鬼頭 秀生　先生

村上総合病院 研修医の
鬼頭先生にお聞きしま
した！


